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● 2008 年の日本の主な火山活動 
 

 

 

【北海道地方】 

 

知床
しれとこ

硫黄山
いおうざん

  

９月に行った上空からの観測（北海道開発局の

協力による）では、北西側中腹の爆裂火口の噴気

などの状況に変化はなかった。 

 

 

羅臼
ら う す

岳
だけ

 

９月に行った上空からの観測（北海道開発局の

協力による）では、羅臼岳やその周辺に噴気は認

められなかった。 

 

 

摩
ま

周
しゅう

 

３月及び４月に行った上空からの観測（北海道

開発局の協力による）では、カムイヌプリ付近に

噴気は認められなかった。 

 

 

アトサヌプリ 

３月、４月及び８月に行った上空からの観測

（北海道開発局の協力による）及び７月に行った

現地調査では、アトサヌプリ溶岩ドームの噴気の

状況や地表面温度分布１）に変化はなかった。 

 
１）赤外熱映像装置による。赤外熱映像装置は物体が放射

する赤外線を感知して温度分布を測定する測器であり、

熱源から離れた場所から測定することができる利点が

あるが、測定距離や大気等の影響で実際の熱源の温度よ

りも低く測定される場合がある。 

 

 

雌
め

阿寒
あ か ん

岳
だけ

 

 ９月下旬に振幅の小さな火山性地震が多発し

火山性微動も発生した。10 月に入り地震活動は一

旦落ち着いたが、10 月中旬に実施した現地調査で

はポンマチネシリ96－1火口や同第４火口では若

干の温度上昇等がみられた。11 月９～12 日にか

けて微小な火山性地震が再び増加し、11 月 16 日

には火山性微動が発生、さらに、11 月 17 日から

火山性微動が長時間継続するようになった。 

 そのような中、11 月 18 日及び 28～29 日にポン

マチネシリ火口でごく小さな噴火が発生した。噴

火が発生した主要な火口はポンマチネシリ 96-1

火口で、同第４火口からも噴出物が放出された。

雌阿寒岳で噴火が発生したのは、2006 年３月 21

日に赤沼火口内やポンマチネシリの北西斜面で

ごく小さな噴火が発生して以来である。 

 上空からの観測２）並びに北海道大学、北海道立

地質研究所、釧路地方気象台３）及び網走地方気象

台３）の現地調査によると、18 日の噴火による火

山灰はポンマチネシリ火口の南東側数百ｍまで

分布し、28～29 日の噴火による火山灰は同火口周

辺の全方向に拡がり、東側では約８km、北側では

約６km まで観測された。これらの噴火による噴出

物量は約 12,000 トンと推定され、2006 年３月 21

日のごく小さな噴火による噴出物量と同程度か

やや多いと推定される。北海道大学の分析による

と、11 月 28～29 日に噴出した火山灰には新たな

マグマが関与した証拠は認められず、これらのご

く小さな噴火は水蒸気爆発であったとみられる。 

 12 月に入り噴火は発生していないが、火山性地

震の一時的な増加や火山性微動の発生はみられ

ており、ポンマチネシリ火口の噴煙活動はやや活

発な状態で推移するなど、火山活動は引き続きや

や高まった状態が継続した。 

 
２）11 月 18 日に北海道及び陸上自衛隊第５旅団、11 月

19 日に北海道開発局、11 月 28 日に北海道の協力により

実施。うち、北海道の協力による観測は気象庁機動調査

班が実施。 

３）気象庁機動調査班による現地調査。 

 

 

十勝
と か ち

岳
だけ

 

GPS による地殻変動観測では、2006 年以降、

62-2 火口付近で浅部の膨張を示すと考えられる

局所的な地殻変動が認められており、2008 年以降

も継続して観測されたが、より広域の地殻変動を

示す変化は認められなかった。 

３月および６月に行った上空からの観測（北海

道開発局の協力による）では、各火口の状況や地

熱域に特段の変化はなかった。 

６月及び９月に行った現地調査では、各火口の

噴煙の状況や地表面温度分布１）に大きな変化はな

く、62-2火口の温度は、長期的にみて温度の低下

傾向が継続していた。 

地震活動は低調な状態で経過した。 

 

 

利尻山
りしりざん

 

10 月に行った上空からの観測（北海道開発局の

協力による）では噴気や地熱域１）は認められなか

った。 
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樽前山
たるまえさん

 

３月下旬から５月中旬にかけて、火山性地震が

やや増加したほかは、地震活動は低調に推移した。 

５月、６月、７月及び 10 月に行った現地調査

では、Ａ火口及びＢ噴気孔群では高温１）の状態が

続いていた。また、１月及び３月に行った上空か

らの観測（第一管区海上保安本部および北海道開

発局の協力による）では、山頂ドーム及びその周

辺の火口の状況に変化はなかった。 

山腹でのGPS 連続観測では火山活動によると考

えられる変動は観測されなかったが、山頂付近で

実施している GPS 観測では、溶岩ドーム付近の局

所的な膨張を示す基線の伸びが 2006 年以降継続

して認められた。 

 

 

恵庭
え に わ

岳
だけ

 

３月及び６月に行った上空からの観測（北海道

開発局の協力による）では、山頂東側の爆裂火口

で従来から見られていた弱い噴気が認められた。 

 

倶多楽
く っ た ら

 

４月、９月及び 10 月に行った現地調査や３月

に行った上空からの観測（北海道開発局の協力に

よる）では、地獄谷や大湯沼等の状況に特段の変

化はなかった。地震活動は低調な状態で経過した。 

2007 年５月３日から大正地獄で発生していた

ごく小規模な泥混じりの熱湯の噴出は、その後も

消長を繰返しながら継続した（登別市による）。 

 

 

有珠山
う す ざ ん

 

５月、６月及び 10 月に行った現地調査では、

西山西麓火口群及び山頂火口原の噴気や地表面

温度分布１）に変化はなかった。また、１月及び３

月に行った上空からの観測（第一管区海上保安本

部及び北海道開発局の協力による）では、西山西

麓火口群及び山頂火口原の噴気の状況に変化は

なかった。 

地震活動、噴煙活動は低調な状態で経過した。 

 

羊
よう

蹄山
ていざん

 

６月に行った上空からの観測（北海道開発局の

協力による）では羊蹄山に噴気は認められなかっ

た。 

 

 

ニセコ 

３月及び６月に行った上空からの観測（北海道

開発局の協力による）では、イワオヌプリ山頂部

や五色温泉付近に噴気は認められなかった。 

 

 

北海道
ほっかいどう

駒ケ岳
こまがたけ

 

山腹のGPS連続観測ではわずかな山体膨張を示

す変化が認められていたが、2008 年になってほぼ

停止した。 

５月及び 11 月に行った現地調査では、昭和４

年火口等の噴煙の状況や地表面温度分布１）に変化

はなかった。また、１月及び５月に行った上空か

らの観測（第一管区海上保安本部及び北海道開発

局の協力による）では、昭和４年火口等の噴煙の

状況に変化はなかった。 

地震活動及び噴煙活動は低調な状態で経過し

た。 

 

 

恵山
え さ ん

 

５月に行った現地調査では、溶岩ドーム西側の

噴気の状況や地表面温度分布１）に変化はなかった。

また、１月及び５月に行った上空からの観測（第

一管区海上保安本部及び北海道開発局の協力に

よる）では、溶岩ドーム西側の噴気の状況に変化

はなかった。 

10月から12月にかけて、振幅の小さな地震が一

時的にやや増加したが、その他は地震活動は低調

な状態で経過した。 

 

 

渡島
お し ま

大島
おおしま

 

５月に行った上空からの観測（北海道開発局の

協力による）では、山頂付近に噴気は認められず、

中央火口丘の地表面温度分布１）に変化はなかった。 

 

 

 

【東北地方】 

 

岩木山
いわきさん

 

地震活動は低調な状態で経過した。 

 

 

岩手山
いわてさん

 

１月及び 12 月に山頂東側のやや深い所を震源

とする地震が多くなったほかは、地震活動は低調

な状態で推移した。 

10 月に行った現地調査及び 12 月に行った上空

からの観測（陸上自衛隊の協力による）では、大

地獄谷などの噴気の状況や地表面温度分布１）に変

化はなかった。 
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秋田
あ き た

駒ケ岳
こまがたけ

 

９月に行った現地調査及び 12 月に行った上空

からの観測（陸上自衛隊の協力による）では、女岳
め た け

山頂部の噴気の状況や地表面温度分布１）に変化は

なかった。 

地震活動は低調な状態で経過した。 

 

 

栗駒山
くりこまやま

 

７月に行った現地調査及び６月、８月及び 12

月に行った上空からの観測（陸上自衛隊、東北地

方整備局の協力による）では、湯気山、旧火口付

近、ゼッタ沢、昭和湖付近の噴気や地表面の温度

分布１）の状況に特段の変化は認められなかった。 

地震活動は低調な状態で経過した。 

 

 

吾妻山
あづまやま

 

11 月 11 日に、吾妻山（一切経山）の噴気に関

する通報があり、気象庁機動調査班が現地観測を

行ったところ、大穴火口（一切経山南側山腹）で、

白色の噴気が火口縁上 300ｍ程度の高さに達して

いるのが確認された。11 日以降、大穴火口からの

噴気の高さは 100～400ｍ程度で推移した。 

11 月に実施した気象庁機動調査班による現地

調査や、福島県警察本部の協力による上空からの

観測では、噴気の増加した噴気孔以外の場所で、

地表面温度分布１）等に特段の変化は認められなか

った。 

８月から 11 月にかけて火山性地震がやや増加

したほかは、地震活動は低調に経過した。 

５月、８月、10 月および 11 月に大穴火口周辺

で行った GPS 繰り返し観測では、2007 年 11 月以

降、大穴火口付近の浅い所で収縮を示す変化が観

測されていたが、2008 年８月頃からは、火山性

地震回数の増加に合わせて膨張を示す変化が観

測された。 

山体での GPS 連続観測には特段の変化は認めら

れなかった。 

 

 

安達
あ だ

太良山
た ら や ま

 

６月に行った現地調査では、沼ノ平火口の噴気

や地熱域の状況に特段の変化はなかった。 

地震活動及び噴煙活動は低調な状態で、地殻変

動に特段の変化はなかった。 

 

 

磐梯山
ばんだいさん

 

４月と６月に振幅が小さく、継続時間の短い火

山性微動が観測されたが、微動発生の前後で地震

の増加はなく、噴気などの表面現象の状況にも特

段の変化は認められなかった。 

11 月に行った現地調査では、山体北側火口壁及

び沼の平の噴気の状況や地表面温度分布１）に変化

はなかった。 

地震活動及び噴煙活動は低調な状態で、地殻変

動に特段の変化はなかった。 

 

 

 

 

【関東・中部地方、伊豆・小笠原諸島】 

 

那須
な す

岳
だけ

 

７月に行った現地調査では、茶臼岳西側斜面の

噴気の状況や地表面温度分布１）に特段の変化はな

かった。 

地震活動及び噴煙活動は低調な状態で、地殻変

動に特段の変化はなかった。 

 

 

草津
く さ つ

白根山
しらねさん

 

７月に行った上空からの観測（群馬県の協力に

よる）および東京工業大学草津白根火山観測所と

共同の現地調査で、湯釜火口内北東部に極めて小

規模な噴気孔を新たに確認した。10 月に行った現

地調査では、噴気孔周辺で地中温度の上昇が観測

されたほか、水釜火口の北側にあたる斜面で明瞭

な噴気が新たに確認された。北側噴気地帯、水釜

北東斜面及び湯釜火口内北東部で実施した地表

面温度分布測定１）では、これまでの観測と比べ高

温領域の広がりに特段の変化は認められなかっ

た。 

地震活動は低調に推移し、噴気の状況や地殻変

動に特段の変化は認められなかった。 

地磁気連続観測４）では、湯釜付近の地下の温度

低下によると考えられる変化が継続した。 

 
４）プロトン磁力計による観測。火山は磁石のように磁気

を帯びている。火山体内部で温度上昇があると、山頂火

口の北側で全磁力値が増加し、南側で減少がみられる。 

 

 

浅間山
あさまやま

 

８月 10 日、11 日及び 14 日にごく小規模な噴火

が発生した。山麓でこれらの噴火に伴う降灰は観

測されなかった。また、８月９日以降は、夜間時々

高感度カメラ５）で微弱な火映が観測された。また、

二酸化硫黄の放出量６）は、7月頃までは一日あた

り概ね 100 トン未満で推移していたが、８月のご

く小規模な噴火以降は1,000トンを超える多い状



平成 20 年 地震火山月報（防災編） 

  

態が続くなど、８月以降は熱活動がやや高まった

状態で推移した。 

地震活動は、７月頃から火山性地震及び火山性

微動はやや多い状態が続いた。 

10月および11月に実施した上空からの観測（利

根川水系砂防事務所、群馬県、陸上自衛隊の協力

による）では、火口底中央部とその周辺に高温領

域が引き続き認められた。 

 
５）長野県建設部佐久建設事務所の黒斑山設置カメラ、国

土交通省利根川水系砂防事務所の山麓設置カメラ及び

気象庁の追分カメラによる。 

６）小型紫外線スペクトロメータシステム（COMPUSS）に

よる。COMPUSS は、紫外線のある波長帯の二酸化硫黄の

吸収を利用して、二酸化硫黄濃度を測定する。 

 

 

新潟
にいがた

焼山
やけやま

 

８月に実施した現地調査では、山頂部北側の地

表面温度分布に高温を示す領域は認められなか

った。 

地震活動は低調な状態で、新潟県土木部砂防課

の焼山温泉監視カメラでは噴煙活動に特段の変

化はなかった。 

 

 

焼
やけ

岳
だけ

  

６月に実施した現地調査では、山頂北峰、北峰

南側、東側斜面及び南西斜面（岩坪谷）の噴気の

状況や地表面温度分布１）等に特段の変化はなかっ

た。 

7 月 31 日 11 時 19 分頃に「ドーン」という音

を聞いたとの通報があったが、上空からの観測

（国土交通省北陸地方整備局の協力による）では、

噴気活動の状況に特段の変化はなかった。 

焼岳付近を震源とする地震活動は低調に経過

した。 

 

 

御嶽山
おんたけさん

 

地震活動は低調な状態で経過した。 

三岳黒沢に設置した遠望カメラでは、山頂付近

からごく少量の噴気が時々観測された。 

GPS 連続観測では、御嶽山の地下での膨張を示

す様な特段の変化は認められなかった。 

 

 

白山
はくさん

 

９月に白山付近の浅部を震源とする微小な地

震がまとまって発生したほかは、地震活動はおお

むね低調な状態で推移した。 

国土交通省金沢河川国道事務所の土砂災害監

視用カメラでは山頂部に噴気は認められなかっ

た。 

 

 

富士山
ふ じ さ ん

 

地震活動は低調な状態で経過した。 

 

 

箱根山
はこねやま

 

４月に駒ケ岳の南側を震源とする地震が一時

的に増加し、最大でマグニチュード７）2.6 の地震

が観測された。また、９月に湖尻付近と芦ノ湖北

部を震源とする地震が一時的に増加し、最大でマ

グニチュード 2.5 の地震が観測されたほか、12 月

には駒ケ岳付近を震源とする地震が一時的に増

加し、最大でマグニチュード 2.8 の地震が観測さ

れた。いずれの地震活動においても、最大の地震

により箱根町などで震度１を観測した。気象庁が

湯河原に設置している体積歪
ひずみ

計８）や神奈川県温

泉地学研究所の傾斜計９）等による地殻変動観測に、

特段の変化はなかった。 

また、環境省インターネット自然研究所の箱

根・大涌谷カメラでは大湧谷の噴気等に特段の変

化はなかった。 

12 月に行った上空からの観測（神奈川県の協力

による）では、大涌谷やその周辺の噴気の状況及

び地表面温度分布１）に特段の変化はなかった。 

 
７）マグニチュード（Ｍ）は地震の規模を示す。 

８）センサーで周囲の岩盤から受ける力による体積の変化

をとらえ、岩石の伸びや縮みを精密に観測する機器。

火山体直下へのマグマの注入等により変化が観測され

る。 

９）火山活動による山体の傾きを精密に観測する機器。火

山体直下へのマグマの注入等により変化が観測される

ことがある。 

 

 

伊豆
い ず

東部
と う ぶ

火山群
かざんぐん

 

地震活動は静穏に経過した。GPS 連続観測では、

火山活動によるとみられる変動は認められなか

った。 

 

 

伊豆
い ず

大島
おおしま

 

GPS、光波距離計 10）及び体積歪
ひずみ

計８）による連

続観測では、2007 年３月頃から再び認められた深

部へのマグマ注入によると考えられる島全体の

膨脹傾向が継続した。 

毎月行っている現地調査では、三原山山頂火口
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内及びその周辺に引き続き弱い噴気が認められ

た。三原山山頂火口内の中央火孔の温度や地表面

温度分布１）に変化はなかった。 

10月に、島北西部で一時的に地震が増加し、震

度２を２回、震度１を３回観測した。最大の地震

は１日17 時00 分に発生したマグニチュード７）2.6

の地震で、震源に近い伊豆大島町岡田と伊豆大島

町元町で震度２を観測した。これらの地震活動に

伴って、体積歪計８）や傾斜計９）による地殻変動

データに特段の変化は認められなかった。その他

の期間は、地震活動は低調に経過した。 

 
10）レーザーなどを用いて山体に設置した反射鏡までの距

離を測定する機器。山体の膨張や収縮による距離の変化

を観測している。 

 

 

三宅
み や け

島
じま

 

１月７日に山頂火口でごく小規模な噴火が発

生し、島の東から南東の範囲（山頂火口から約３

km）で微量の降灰が確認された。また、５月８日

にも、山頂火口でごく小規模な噴火が発生したが、

降灰は確認されなかった。 

二酸化硫黄の放出量11）は一日あたり700～3,400

トンで、依然として多量の火山ガス放出が続いて

いる。また三宅村の火山ガス濃度観測によると、

山麓でたびたび高濃度の二酸化硫黄が観測され

ている。 

山頂火口直下を震源とする火山性地震は増減

を繰り返しながらやや多い状態が続いている。空

振を伴う低周波地震や火山性微動が時々発生し

たが、いずれも地震発生時の噴煙状況に特段の変

化は認められなかった。 

噴煙高度は火口縁上100～300ｍで推移した。 

地磁気連続観測４）では、山体内部の温度低下を

示す変化が鈍化しながらも続いている。 

GPS 連続観測では、山体浅部の収縮が徐々に小

さくなりながら継続している。 

 
11）三宅島では、平成 17 年４月までは紫外線相関スペク

トロメータ（COSPEC）、同年５月以降は小型紫外線スペ

クトロメータシステム（COMPUSS）を用いて観測した二

酸化硫黄（SO2）の放出量の推移を示している。 

 

 

八丈島
はちじょうじま

 

地震活動は低調な状態で経過した。 

 

 

硫黄
い お う

島
とう

 

独立行政法人防災科学技術研究所の観測によ

ると、地震活動は落ち着いた状態で経過した。 

国土地理院の観測によると、2006 年８月以降

見られている島全体が隆起する地殻変動は、11 月

末頃から鈍化しながらも継続した。 

７月に実施した上空からの観測及び現地調査（い

ずれも海上自衛隊の協力による）では、2006 年

11 月 28 日の調査結果と比べて、島内の噴気、地

熱等の状況に大きな変化は認められなかった。 

 

福徳
ふくとく

岡
おか

ノ場
ば

 

海上保安庁、第三管区海上保安本部及び海上自

衛隊による上空からの観測では、福徳岡ノ場付近

の海面に、火山活動によるとみられる変色水等が

確認された。 

 

 

【九州地方、南西諸島】 

 

 

九重山
くじゅうさん

 

10 月に実施した現地調査では、噴気の状況や地

表面温度分布１）に特段の変化はなかった。 

地震活動及び噴煙活動は低調な状態で、地殻変

動に特段の変化はなかった。 

 

 

阿蘇山
あ そ さ ん

 

阿蘇火山博物館に設置している遠望カメラに

よる観測では、噴煙は白色、少量で噴煙高度は概

ね 200ｍで推移した。 

 火山性地震は、11 月に一時的に一月あたり 300

回以上に増加したほかは、概ね 100 回前後で経過

した。また、孤立型微動は３月末から４月初めに

かけ一時的に一日当たり600回以上に増加したほ

かは、概ね 100～300 回程度で経過した。 

中岳第一火口からの二酸化硫黄の放出量５）は、

一日あたり 200～800 トンとやや少ない状態で推

移した。 

 毎月実施した現地調査では、表面温度に特段の

変化は認められなかったが、中岳第一火口の湯だ

まりの量が 12 月に９割に減少しているのが観測

された。 

２月 18 日には湯だまりの南側で、約１ｍのご

く小規模な土砂噴出が観測された。また、３月及

び 12 月に阿蘇火山博物館の火口カメラにより中

岳第一火口南側火口壁で火炎現象 12）が観測され

たほか、12 月 23～26 日にかけて、中岳第一火口

南側火口壁からごく少量の火山灰が噴出するな

ど、中岳第一火口内の局所的な現象が観測された。 
 

12）熱せられた噴出物が炎のように見える現象。 



平成 20 年 地震火山月報（防災編） 

  

雲仙
うんぜん

岳
だけ

 

12 月に行った現地調査では、平成新山の地表面

温度分布１）に変化はなかった。また、光波測距観

測でも、火山活動に起因すると思われる変化は認

められなかった。 

地震活動及び噴煙活動は低調な状態で、地殻変

動に特段の変化はなかった。 

 

 

霧島山
きりしまやま

（新燃
しんもえ

岳
だけ

） 

８月 22 日 16 時 34 分頃に噴火が発生した。噴火

に伴い、振幅の大きな火山性微動が観測され、同

日 22 時過ぎまで続いた。噴火に伴う降灰は、新

燃岳の北東側の宮崎県小林市等で確認された。 

８月 24 日に行った上空からの観測（九州地方整

備局及び宮崎県防災救急航空隊の協力による）で、

新燃岳の火口内の南側及び火口外の西側斜面に

複数の新しい火孔が確認された。また、火口外の

西側斜面には火口縁から 300ｍ付近まで大きな噴

石 13）が達しているのを確認した。 

噴火後は火口縁を越える噴煙が観測されており、

その高さは火口縁上概ね 100～600ｍで推移した。   

10 月に実施した上空からの観測（鹿児島県の協

力による）では、８月と比べて火口内南側の噴気

地帯の噴気の減少が確認された。 

火山性地震は、８月 19 日から、噴火の発生した

22 日にかけて増加した。その後は次第に減少した

ものの、11 月頃までは噴火前に比べてやや多い状

態が継続した。 

GPS 連続観測には、火山活動によるとみられる

変化は確認されていない。 

 
13）噴石については、大きさによる風の影響の程度の違い

によって飛散範囲が大きく異なる。本文中「大きな噴

石」とは、「弾道を描いて飛散する大きな噴石」のこ

とであり、「小さな噴石」とは、それより小さく「風

の影響を受ける小さな噴石」のことである。 

 

 

霧島山
きりしまやま

（御鉢
お は ち

） 

地震活動は低調な状態で経過した。火口縁を越

える噴気は観測されなかった。 

GPS 連続観測では、火山活動に起因するとみら

れる変化は認められなかった。 

 

 

桜島
さくらじま

 

昭和火口では、２月３日と２月６日に爆発的噴

火 14）が発生した。２月３日 10 時 18 分には弾道

を描いて飛散する大きな噴石 13）が４合目(昭和火

口から水平距離で概ね 800～1,300ｍ)まで飛散し、

２月６日 11 時 25 分には火砕流が昭和火口の東

約 1.5km まで流下した。４月８日 00 時 29 分の爆

発的噴火では、弾道を描いて飛散する大きな噴石

が５合目（昭和火口から水平距離で概ね 500～800

ｍ）まで達し、7月 28 日の爆発的噴火では、弾道

を描いて飛散する大きな噴石が４合目（昭和火口

から水平距離で概ね 800～1,300ｍ）まで達し、噴

煙は火口縁上 3,200ｍの高さまで上がった。４月

８日の噴火 14）以降、７月 28 日の噴火まで 21 回

の爆発的噴火を含め、69 回も噴火が発生するなど

火山活動は活発な状況でした。その後、８月と９

月に各 1回噴火が発生した。 

南岳山頂火口では、５回の噴火が発生し、うち

４回が爆発的噴火であった。 

４月～６月および 10 月以降、高感度カメラ 15）

で捉えられる微弱な火映現象が昭和火口の上空

で断続的に認められた。 

二酸化硫黄の放出量６）は、２月３日の爆発的噴

火直後に測定した際に一日あたり 2,600～3,800

トンと増加したほかは、概ね 1,000 トン程度とや

や多い状態で推移した。 

２月に実施した上空からの観測では、2007 年

５月から６月の噴火時よりも、昭和火口の火口縁

がさらに広がっているのが確認されたほか、５月

に実施した上空からの観測では、３月の観測時よ

りも火口底が深くなっており、火口縁がやや広が

っているのが確認された。 

国土地理院の GPS 観測によると、姶良カルデラ

(鹿児島湾奥部)の地下深部へのマグマ注入によ

る膨張が引き続き観測されている。 

 
14)桜島では噴火活動が活発なため、噴火のうち、爆発的

噴火もしくは噴煙量が中量以上(概ね噴煙の高さが

1,000ｍ以上)の噴火の回数を計数している。基準に達し

ない噴火は、ごく小規模な噴火としている。 

15)九州地方整備局大隅河川国道事務所の黒神河原上流設

置カメラ等による。 

 

 

 

薩摩
さ つ ま

硫黄
い お う

島
じま

 

硫黄岳山頂火口の噴煙活動はやや活発な状態

が続き、噴煙高度は火口縁上 200～600ｍで推移し

た。 

４月に実施した現地調査、11 月及び 12 月に行

った上空からの観測（第十管区海上保安本部及び

海上自衛隊鹿屋航空分遣隊の協力による）では、

硫黄岳山頂火口及びその周辺の状況や地表面温

度分布１）に特段の変化はなく、引き続き熱異常域

が認められた。 

火山性地震はやや多い状態で経過した。火山性

微動が時々観測されたが、いずれも継続時間が短

く振幅の小さいものであった。 
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口
くち

永
え

良部
ら ぶ

島
じま

 

９月に入り、GPS 連続観測で新岳火口周辺の膨

張を示す変化が観測され、その後も継続している。

９月２日から４日にかけて、振幅のやや大きな火

山性地震が一時的に急増したほか、９月以降、火

山性微動もやや多い状態で推移した。また、遠望

カメラ（新岳火口の北西約３kmに設置）による観

測では新岳から火口縁上20ｍ～200ｍの噴気が

時々観測されるようになったほか、独立行政法人

産業技術総合研究所が実施した火山ガスの観測

では、二酸化硫黄の放出量６）が10月に入り増加傾

向を示すなど、熱活動の高まりも認められた。 

９月、10月、11月及び12月に上空からの観測（鹿

児島県、九州地方整備局、第十管区海上保安本部

及び海上自衛隊鹿屋航空分遣隊の協力による）を

行った。10月の観測では、９月の観測と比較して

火口内南側火口壁で噴気の増加が認められた。そ

の後の観測でも、さらに噴気が増加し、噴出口付

近に広く硫黄昇華物が付着しているのを確認し

た。 

 

 

諏訪之瀬
す わ の せ

島
じま

 

爆発的噴火が時々発生したほか、小規模な噴火

が発生するなど、噴火活動は活発な状態で経過し

た。十島村役場諏訪之瀬島出張所によると、時々

集落（御岳
お た け

の南南西約４km）で降灰が確認された。 

火山性地震及び火山性微動は増減を繰り返し

ながら多い状態で経過した。 

10 月、11 月及び 12 月に行った上空からの観測

（鹿児島県、第十管区海上保安本部、海上自衛隊

鹿屋航空分遣隊の協力による）では、御岳火口の

噴煙の状況およびその周辺の地表面温度分布１）に

変化はなかったが、12 月の観測では御岳火口内に

溶岩頭 16）を視認した。 

 
16）溶岩が火口底に現れたもので、諏訪之瀬島では過去の

火山活動が活発だった時にも観測されている。 

 

 

硫黄
い お う

鳥
とり

島
しま

 

１月、５月、７月、10 月及び 11 月に海上から

行った観測では、従来から見られていた、島の北

側に位置する硫黄岳火口からのごく弱い少量の

白色噴気が認められた程度で、火山活動に特段の

変化はなかった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


